
 

ワークショップ ―地域における高齢者の消費者被害防止に向けて― 

 

【テーマ＝共通の問いかけ】 

地域における高齢者の消費者被害防止に向けて 

「高齢者が地域とつながりをつくりにはどうしたらよいか？」 

 

【目的】 

消費者被害を防ぐために、高齢者が地域とつながりをつくるにはどうしたらよいか、ワ

ークショップを通じて皆でアイデアを出し合い、共有すること。 

また、ワークショップでの体験を各自の現場に持ち帰り、地域での対話やアイデア出し

の手法として活用してもらいたい。 

 

【ファシリテーター】 

宮島 真希子 

（ＮＰＯ法人横浜コミュニティデザイン・ラボ理事） 

  

【参加者】 

行政関係者、民間事業者、消費者団体関係、弁護士、司法書士、学生など。 

全９チーム。 

 

【ワークショップ手順】 

〇「フューチャー・ランゲージ」（慶応大学総合政策学部井庭崇准教授提唱）に則り実施 

 

○用意するもの：模造紙、付箋（黄・青・緑・ピンク）、サインペン 

 

○ワークショップでの基本ルール 

・全員が意見を言って、グループで意見を作るという目的意識を持つこと。 

・他人の意見を批判しない。判断は保留する。 

・意見を交わすときに沈黙しない。 

・振り返りを重視すること。 

・出会いを楽しむこと。 

 

○ワークショップの進め方 

①自己紹介・最初にお互いの自己紹介を行う。 

（今回は「マンダラート」という連想シートを活用して自己紹介を実施） 

   

  ②模造紙を横長に置き、３等分に軽く折る。 

一番左に「現状」、一番右に「未来」と書き、真ん中のスペースは空けておく。  



 

 

③【ワークその１】理想の未来について考える。 

  （ファシリテーターからの問いかけ）理想の未来がどうなると良いと思うか？ 

   ⇒黄色の付箋にサインペンで思いついた事を書き出す。 

   ⇒書いた付箋を模造紙の「未来」スペースに貼る。 

  

 ④【ワークその２】現状の課題について考える 

（ファシリテーターからの問いかけ）高齢者が地域とつながりをつくるにあたり、ど

のような問題・課題・悩みがあるか？解決したいと感じている課題や悩みは何か？ 

   ⇒青色の付箋にサインペンで思いついた事を書き出す。 

   ⇒書いた付箋を模造紙の「現状」スペースに貼る。 

 

 ⑤【ワークその３】チームでディスカッションしながら、グルーピングを行う。 

   ⇒理想の未来について、似ている未来イメージ（黄色付箋）を皆で相談しながら 

   グルーピングし、サインペンで緩い丸囲みを描く。 

⇒同様に現状について、似ている現状イメージ（青色付箋）を皆で相談しながら 

グルーピングし、サインペンで緩い丸囲みを描く。 

⇒「現状（問題・課題・悩み）」とそれが解決すると訪れる「未来イメージ」をサイ 

ンペンで線を書いてつなぐ。 

⇒必ずしも１対１対応にならない場合がある。 

また、１つの問題から複数の未来を連想することがあってもよい。 

 

 ⑥【ワークその４】関連づけと、解決策に向けた手段・方法を考える。 

⇒どうすれば「現状（問題・課題・悩み）」が解決され、「未来イメージ」を実現で

きるのか、解決すべき課題を３つ程度選択し、その手段・方法を考えて、緑色の

付箋にアイデアを書き出す。 

⇒書いた付箋を線の近くに貼る。 

 

 ⑦【ワークその５】それぞれのアイデアに新しい言葉＝キャッチコピーをつける。 

⇒重要な手段・方法にプロジェクト名をつけるため、ピンク色の付箋に名前候補を

書き出す。キャッチコピーをつける感覚で、はっとするような面白い新しい造語

がよい。 

⇒他のチームの様子やプロジェクト名を眺めて再考する。 

 

 ⑧プレゼンテーションを行う。 

⇒最後に各チーム２分間で成果発表を行い、 

会場全体で共有する。 

 



 

【ワークショップスライド資料】 
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【ファシリテーター宮島氏による総括】 

 

会議で議論して終わりというのではなく、何も正解がないことを話すという訓練が、逆に今

の私たちに必要ではないかと思っています。人に紐づいた意見ではなく、付箋のアイデアだ

けを見て話せるということが、このワークショップの良いところです。 

 

もう１点は、「未来」と「現状」についてです。案外「未来」のイメージが描けていないと

気づいた方がいたかもしれません。つまり、理想のイメージがないところで幾ら動いても、

なかなか難しいということなのです。「現状が難しい」、「今からどうしようか」と一人で考

え込んでしまうのではなく、本日のワークショップのような方法を活用しながら、理想のイ

メージを皆で話し合い、未来を描いていただければと思います。今後も地域での対話から沢

山のアイデアが出て、高齢者の消費者被害防止に役立てられればと思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ネ
ー

ミ
ン

グ
未

来
実

現
方

法
現

状
・
か

か
り

つ
け

医
を

持
つ

・
健

康
な

生
活

・
訪

問
看

護
を

増
や

す
・
病

院
に

行
く
こ

と
が

増
え

て
い

る
・
い

き
い

き
と

健
康

に
・
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
大

会
、

街
コ

ン
（
※

）
大

会
を

催
す

・
健

康
状

態
が

す
ぐ

れ
ず

活
動

に
参

加
で

き
な

い
・
美

味
し

い
食

事
　

　
　

※
地

域
振

興
を

目
的

と
し

た
大

規
模

な
コ

ン
パ

イ
ベ

ン
ト

・
認

知
症

が
増

え
て

い
る

・
個

人
の

さ
さ

い
な

情
報

・
地

域
の

活
動

の
活

性
化

（
町

内
会

・
子

供
会

）
・
隣

人
の

顔
を

知
ら

な
い

　
・
新

聞
が

ポ
ス

ト
に

た
ま

っ
て

い
る

・
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

化
・
隣

人
と

話
を

し
な

い
　

・
い

つ
も

の
時

間
に

洗
濯

物
を

干
し

て
い

な
い

・
郵

便
・
宅

配
業

者
に

見
て

も
ら

う
・
お

互
い

へ
の

無
関

心
　

・
お

隣
が

訪
販

を
断

れ
な

い
み

た
い

  
…

・
お

せ
っ

か
い

な
人

を
増

や
す

・
子

が
忙

し
く
て

親
に

連
絡

し
な

い
　

も
共

有
で

き
る

社
会

・
お

せ
っ

か
い

だ
と

思
っ

て
も

話
し

か
け

て
み

る
・
き

っ
か

け
を

つ
く
り

に
く
い

・
生

活
の

不
安

が
な

い
・
年

金
の

保
障

・
定

年
制

廃
止

（
ス

タ
ッ

フ
制

の
導

入
）

・
生

活
す

る
の

に
精

一
杯

・
高

齢
者

の
仕

事
確

保
、

所
得

倍
増

・
高

齢
者

に
と

っ
て

働
き

や
す

い
環

境
を

作
る

・
生

活
苦

（
年

金
収

入
不

足
）

・
医

療
費

ゼ
ロ

・
高

齢
者

も
収

入
を

得
ら

れ
る

産
業

を
・
仕

事
が

少
な

い
（
働

け
る

の
に

仕
事

が
な

い
）

・
高

齢
者

す
べ

て
が

ＩＴ
機

器
を

使
え

る
・
ＩＴ

の
パ

ソ
ボ

ラ
（
※

パ
ソ

コ
ン

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

）
大

募
集

・
孤

立
化

し
て

も
気

付
け

な
い

・
身

体
に

障
害

が
あ

っ
て

も
一

人
に

１
台

高
機

能
ロ

ボ
ッ

ト
を

携
帯

す
る

・
人

工
知

能
ロ

ボ
ッ

ト
を

無
償

で
貸

し
出

す
公

共
サ

ー
ビ

ス
会

社
・
自

由
に

外
に

出
に

く
い

半
径

1
0
Ｍ

の
生

活
圏

・
外

出
の

足
（
交

通
手

段
）
が

な
い

・
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

が
構

築
さ

れ
、

機
械

音
痴

で
も

生
き

ら
れ

る
超

ＩＴ
社

会
・
ＩＣ

Ｔ
機

能
が

シ
ス

テ
ム

化
さ

れ
た

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

・
家

族
と

も
物

理
的

・
精

神
的

に
距

離
が

あ
る

お
ひ

と
り

様
暮

ら
し

・
高

齢
者

の
居

場
所

が
至

る
と

こ
ろ

に
あ

る
・
高

齢
者

サ
ー

ク
ル

へ
の

補
助

・
支

援
・
一

人
暮

ら
し

で
話

し
相

手
が

い
な

い
・
地

域
レ

ス
ト

ラ
ン

・
持

ち
ま

わ
り

キ
ッ

チ
ン

開
放

日
・
地

域
に

居
場

所
が

な
い

・
地

域
で

バ
ー

ス
デ

ー
パ

ー
テ

ィ
ー

、
X
m

as
パ

ー
テ

ィ
ー

／
持

ち
寄

り
パ

ー
テ

ィ
ー

・
官

民
で

連
携

し
て

実
行

委
員

会
を

つ
く
る

・
特

技
の

あ
る

人
を

先
生

に
す

る
・
地

域
で

消
費

者
被

害
を

相
談

す
る

場
・
相

談
す

る
人

が
い

な
い

・
地

域
の

ス
ポ

ー
ツ

大
会

・
カ

ラ
オ

ケ
大

会
・
企

業
と

連
携

す
る

・
地

域
の

人
と

触
れ

合
う

場
が

な
い

・
家

の
中

で
困

っ
た

と
き

助
け

て
く
れ

る
人

が
い

る
（
電

灯
交

換
、

水
回

り
の

故
障

、
P

C
の

フ
リ

ー
ズ

）
・
シ

ニ
ア

が
活

躍
す

る
場

の
提

供
・
活

躍
の

場
の

い
い

事
例

を
広

く
発

信
す

る
・
地

域
全

体
が

高
齢

化
し

て
、

地
域

と
つ

な
ぐ

た
め

動
け

る
人

、
や

れ
る

人
が

い
な

い
・
高

齢
者

が
自

分
の

経
験

（
仕

事
）
を

子
供

・
若

者
に

授
業

す
る

・
高

齢
者

が
消

費
者

問
題

の
相

談
員

に
な

る

・
専

門
性

を
持

つ
人

（
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

・
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

）
が

地
域

の
人

を
つ

な
ぐ

・
気

軽
に

ち
ょ

っ
と

し
た

助
け

を
求

め
ら

れ
る

人
が

い
な

い
・
地

域
デ

ビ
ュ

ー
す

る
き

っ
か

け
が

な
い

・
皆

顔
な

じ
み

・
高

齢
者

大
学

・
転

勤
族

／
地

域
の

こ
と

を
よ

く
知

ら
な

い
・
茶

飲
み

ベ
ン

チ
が

増
え

る
・
居

場
所

や
役

割
が

な
い

／
仲

間
が

い
な

い
・
皆

で
ご

飯
を

食
べ

る
場

所
が

あ
る

・
い

き
な

り
地

域
に

参
加

し
に

く
い

・
毎

日
笑

顔
で

暮
ら

せ
る

・
健

康
を

損
う

と
自

信
が

な
く
な

り
家

に
閉

じ
こ

も
る

・
笑

顔
が

い
っ

ぱ
い

・
ま

ず
何

か
ら

始
め

た
ら

い
い

の
か

わ
か

ら
な

い
・
地

域
の

若
者

・
子

供
と

ふ
れ

あ
い

・
若

者
が

高
齢

者
に

、
高

齢
者

が
若

者
に

教
え

る
・
幼

児
と

高
齢

者
の

交
流

の
広

が
り

・
小

学
校

に
高

齢
者

の
居

場
所

・
若

い
頃

に
忙

し
く
地

域
で

過
ご

す
時

間
が

少
な

い
・
子

供
の

声
が

す
る

街
／

若
者

が
元

気
に

な
る

・
保

育
園

と
老

人
ホ

ー
ム

同
一

場
所

に
・
子

供
た

ち
と

触
れ

合
う

機
会

が
な

い
・
子

供
に

と
っ

て
夢

の
持

て
る

未
来

・
祖

父
母

と
孫

の
レ

ジ
ャ

ー
・
食

事
に

補
助

金
・
若

者
が

高
齢

者
に

無
関

心
・
人

口
減

少
が

な
く
な

る
・
声

を
か

け
合

う
こ

と
が

普
通

に
な

る
・
顔

の
見

え
る

関
係

の
あ

る
社

会
・
多

種
多

様
な

地
域

情
報

を
家

で
も

外
で

も
知

れ
る

、
参

加
で

き
る

・
誰

と
も

話
さ

な
い

日
が

多
い

・
日

常
的

に
目

を
配

っ
て

く
れ

る
人

が
い

な
い

・
相

談
の

し
や

す
い

社
会

・
全

て
の

家
が

T
V

電
話

で
つ

な
が

る
・
相

談
で

き
る

相
手

が
い

な
い

・
い

つ
で

も
誰

か
が

い
る

場
所

が
あ

る
・
見

守
り

活
動

を
促

す
法

整
備

を
行

う
・
仲

間
づ

く
り

が
苦

手
・
孤

独
死

の
な

い
世

の
中

新
・
青

春
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
・
カ

ル
チ

ャ
ー

セ
ン

タ
ー

の
高

齢
者

ク
ラ

ブ
化

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
既

に
現

実
）

・
毎

日
喫

茶
店

に
通

う
・
喫

茶
店

で
新

聞
を

読
む

ス
ー

プ
あ

た
た

め
な

お
し

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

つ
な

が
っ

て
た

い
ね

作
戦

～
シ

ニ
ア

大
活

躍
～

「
地

域
マ

ス
タ

ー
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

健
康

応
援

隊

お
せ

っ
か

い
サ

ロ
ン

生
き

活
き

高
齢

者
活

躍
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

あ
な

た
は

私
ロ

ボ
（
ロ

ボ
ミ

ー
）

地
域

の
茶

の
間

46




